
これからの建築士賞第6回
2020

「建築士」は日本の都市と建築にかかわる重要な職能資格であり、
設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、発注者など幅広い業務
に携わりながら、未来につながる社会の実現のため努力してきま
した。近年では防災、環境、高齢化と人口減少、歴史文化の喪失な
ど多くの課題の中で、その専門的な知見を生かしながら、魅力的
な社会、街並み、建築空間の実現を目指して活動しています。

なかでも最近は他の建築関係の会とも連携し、それぞれの地域を
ベースにした協働も盛んになってきており、これらの新たな活動
が大きな波となって地域社会の未来に力となる事も期待されてい
ます。多様な分野における建築士ならではの新しい動きに光を当
て、顕彰し、支援するとともに広く世の中に伝えようとするのが
「これからの建築士賞」の目的です。

募 集 要 項

公告
応募書類提出締切
審査会
東京建築士会総会の席上で顕彰

3 月 上 旬
4月24日
5 月 中 旬
6月10日

6. 審査・顕彰

受賞者の活動資料を上記総会時に配布します（活動資料はA4版、受賞者が作成するが、
場合によっては推薦者が協力する）
受賞者及びその活動資料については本会会誌、ホームページに講評とともに掲載するほ
か、各メディアに公表予定。

7. 発表・その他

2020年4月24日（金）必着
事務局窓口へ直接お持込みいただく場合は、4月24日（金）17：00迄とする。

8. 応募締切

一般社団法人 東京建築士会「これからの建築士賞」係
〒103-0006 東京都中央区日本橋富沢町11-1 富沢町111ビル5階
TEL：03-3527-3100　FAX：03-3527-3101
E-Mail：event02@tokyokenchikushikai.or.jp
https://www.tokyokenchikushikai.or.jp/

9. 応募書類提出先・お問合せ先

都市と建築に関わる近年の活動や業績で、設計監理、施工、行政、教育、まちづくり、
発注など建築士としての多様な立場を通じて行った未来につながる社会貢献に対
して、その活動・業績を担った建築士もしくはそのグループを顕彰する。
未来につながる社会貢献とは、たとえば、美しい景観の形成、安全で魅力的なまち
づくりや空間の提案、自然環境や歴史的環境の保全、地球温暖化・人口減少・高齢
化社会に対する提案、弱者に対する対策、文化・にぎわい・コミュニティの創出、建
築に関する啓蒙・普及など多様であるが、さらに、これからの建築士の仕事を開拓
するような、従来の建築士の枠を拡げる活動の応募も大いに期待したい。

1．賞の対象

これからの建築士賞　10点程度 （但し、応募点数による）

2．名称及び受賞数

別紙候補推薦書に記入の上、必要に応じて参考資料をA4用紙3枚以内にまとめて、事務
局まで提出のこと。関係資料は返却されないものとする。郵送、メールによるデータの
送付も可能。候補推薦書は東京建築士会ホームページからダウンロード可能。自薦、他
薦を問わない。

4. 応募方法

原則として建築士もしくは建築士を含むグループで、活動のベースが首都圏にあること。
過去の応募者の再応募は可とします。
審査員が直接係った案件は応募対象から除外される。また審査員が所属する事務所、グループ
が審査対象となる場合は、その案件に係る一切の審査から外れるものとする。

3. 応募資格

5. 審査員

藤江 和子　 （藤江和子アトリエ）

藤村 龍至　 （東京藝術大学美術学部建築科准教授／RFA）

吉里 裕也　 （SPEAC／R不動産 代表）

吉村 靖孝　 （早稲田大学教授／吉村靖孝建築設計事務所）

 

1
業績名 超軽量ダンボール天井材の協同開発

候補者名 森 信義

2
業績名 モクタンカン

候補者名 株式会社アラキ＋ササキアーキテクツ
荒木 源希、佐々木 高之、佐々木 珠穂

3
業績名 自給自足の豊かさづくりのお手伝い

候補者名 濱本 真之＋千代田 彩華＋オンデザインパートナーズ

入賞6点（応募点数22点）

4
業績名 富士見台トンネル

候補者名 能作 淳平

5
業績名 建築の終わり方から設計を始める

候補者名 山路哲生建築設計事務所
山路 哲生

6
業績名 再生建築から考える設計事務所の新しい在り方

候補者名 神本 豊秋＋再生建築研究所
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藤村 龍至（東京藝術大学美術学部建築科准教授／ RFA）

COVID-19が猛威を振るうなか、目の前にある空間ス
トックに目を向け、徹底的に「使う」というポジティブ
かつ戦略的な姿勢が目立ち、共感を持って審査させて
いただいた。「これからの」というタイトルに相応しい
現代的な切り口のものが多いが、特に面的な広がりの
あるもの、継続的な取り組みに発展しそうなものには
強く共感した。

1990年代後半、「せんだいメディアテーク」の建設時に
伊東豊雄さんが現場の関係者同士でメールが行き交っ
ている様を指して「まるで竣工前からこの建築が『使わ
れて』いるようだ」と表現されていた。当時、建築の可能
性が物理空間から情報空間へ拡張しようとしていたの
だが、あれから25年が経って、建築の拡張が提案されて
いる先は、都市に漂う空地や、解体と着工のあいだなど
の残余空間などが目立つようになった。

COVID-19による緊急事態のなかで物理空間での移動を
自粛する経験を共有した私たちは、再び建築を情報空間
へ拡張を図るようになるかも知れない。提案のなかには
素早く新たな取り組みを実践し、将来の方向性を示そう
とするものもあった。これからの「これからの建築士」賞
の行方は再び大きく方向転換しそうである。

藤江 和子（藤江和子アトリエ）

昨年に続き2回目の審査でしたが、新型コロナウイルス
感染拡大に伴う緊急事態宣言発令と外出自粛の状況下
で、選考審査はオンライン審査となりました。

新型コロナウイルス感染拡大は、地理的空間的概念を超
えてパンデミックが起きて、世界のどの医療現場でも、
建築空間的環境整備の対応において、建築士の職能が活
かされるべき事態がいたるところで明らかになってい
ます。また、「三密」を避け「ソーシャルディスタンス」を
確保する生活が叫ばれ、これまでの建築的思考とは真逆
の生活行動スタイルを推奨されているのです。建築の公
共性のあり方が変わらなければならないのでしょうか。
人間が生きる環境の保全に深く関わる建築士という職
能の新たな責務や可能性について向き合わざるを得な
い事に改めて思考を深めなければならないでしょう。

応募作品には長年の地道な活動成果が、地域や町の再生や
賑わい活性化に成果を挙げているものや、母子家庭の生活
環境を確保する社会サポートとしての活動など、既に広く
知られているものもありました。こうした行政や地域、街、
住民という複雑な仕組みの中での建築士ならではの職能
発揮が明確にわかりにくく「賞」に推せなかったのは残念
です。一方で畳の保存伝承や超軽量化天井材の開発など、
建築士ならではの具体的な問題提起と開発という地道な
活動は、更なる継続と展開を応援したいと思います。

入賞された6つの活動は、現代社会が求める職能をよく
示していて、従来のハードな建築士のイメージを、爽や
かに軽やかにしかも柔軟に対応しながら成長していく
新しいスタイル、現代的な流れの生きた活動と言え、こ
れからの建築士賞にふさわしいものでした。

［第 6 回 これからの建築士賞］

審査会は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策としてオンラインで行った。

藤江 和子（ふじえ かずこ）
家具デザイナー／富山県生まれ／
1977年フジエアトリエ主宰。1987
年株式会社藤江和子アトリエ設立
代表取締役／現在 多摩美術大学客
員教授。2000年〜東京建築士会事
業委員／主な作品  ヒルサイドテラ
ス、奈義町現代美術館、奈義町立図
書館、リアス・アーク美術館、ぎふメ
ディアコスモス、台中国家歌劇院な

ど／建築家とのコラボレーションをとおして、建築と人と家
具の新しい関係を提案。空間と生活者をつなぐ家具デザイン
により、心地よい環境を追求しています。

藤村 龍至
（ふじむら りゅうじ）
建築家／1976年東京
生まれ／2008年東京工
業大学大学院博士課程
単位取得退学。2005年
よりRFA（旧・藤村龍至
建築設計事務所）主宰。

2010年より東洋大学専任講師。2016年より東京藝術大学准
教授。2017年よりアーバンデザインセンター大宮（UDCO）
副センター長、鳩山町コミュニティ・マルシェ総合ディレク
ター／主な建築作品に「すばる保育園」（2018）。主な著書に

『ちのかたち』（2018）。

photo :Kenshu Shintsubo
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吉村 靖孝（早稲田大学教授／吉村靖孝建築設計事務所）

美（＝aesthetics）と倫理（＝ethics）のあいだの葛藤は
さまざまな創作分野に共通するが、アートの世界では
ソーシャリー・エンゲイジド・アートが話題であるし、
デザインの世界でもソーシャルなデザインの評価が高
まっていて、近年は建築士も倫理の番人であることが強
く求められるようになった。「これからの建築士」賞は、
そのような時代の要請を的確に捉え、倫理的成果を積極
的に顕彰してきた。一方で私は、募集開始前、活動の新
規性が先行して作品が置き去りに成るのではないかと
いう懸念を表明した。いくら職域を拡張したとしても、
aestheticsとethicsの高度な融合がなければ、結局は建
築士という職能の価値をやせ細らせる。そういった流れ
には加担したくないというのが正直な気持ちであった。
しかし、骨太な入賞作品を前にして、私の懸念は完全
に杞憂だったと確信した。aestheticsとethicsの関係を
アップデートしていくためのさまざまな方法が示され、

「これからの建築士」というビッグタイトルに違わぬ意
欲的な活動が集まったように思う。入賞者のみなさんに
改めて感謝と賛辞を贈りたい。

吉里 裕也（SPEAC／R不動産代表）

今回、応募された提案は、建築士としての関われるモノ・
コトの幅の広さ、その可能性を感じられる提案が多かっ
た。特に印象的だったのは、建築をつくる前後の「仕組
み」や「運営」といった関わり方まで踏み込んだ提案だ。

クライアントに言われたとおりの建築をつくり、つくっ
たら終わり、ということではなく「なぜそこに建築が必
要か？」「本当に役に立つ建築のあり方とは？」「クライ
アントにとっての価値とは？」と真摯にそれらの課題に
向き合っていった結果、領域を超えて力を発揮している
のだと感じた。

それが可能なのは、複雑な与件を満たしつつ一つのカ
タチに結実させるという建築士のスキルが、とても役
に立っているように思う。見た目の良さだけでもなく、
コストや構造・設備だけでもなく、それらを高い次元で
空間に内包し、絶妙なバランスを見つけながら建築と
いうカタチに落としこむ。それは、建築士の職能の根幹
のように思う。

もうひとつ重要なスキルがプレゼンテーションだ。特に
受賞者は、ダイアグラムやドローイングといった、プレ
ゼンテーションの上手さが際立っていた。

高度成長期のオリンピックが開催されたころ、建築家が
都市のビジョンを語ったように、変化が激しく先の読み
にくい昨今、あらためてビジョンが求められているタイ
ミングだと思う。

「暮らしのビジョン」を描き妄想をカタチにすること、そ
れがこれからの建築士に求められていると思う。

吉里 裕也（よしざと ひろや）
株式会社スピーク代表取締役、R不動産
株式会社代表取締役／2003年に「東京R
不動産」、2004年にSPEACを立ち上げる
とともに、CIA Inc./The Brand Architect 
Groupにて都市施設やリテールショップ
のブランディングを行う／建築・不動産
の開発・再生のプロデュースや建築デザ
イン、「東京R不動産」「leallocal」「公共R
不動産」等グループサイトの統括ディレ
クション、地域再生のプランニング等を

行っている／共編著書に「東京R不動産」「だから、僕らはこの働き方
を選んだ」「toolbox」「2025年の建築『七つの予言』」等。

吉村 靖孝（よしむら やすたか）
早稲田大学教授 、博士（ 建築学 ）
／1972年愛知県豊田市生まれ／
1995年早稲田大学理工学部建築
学科卒業。1997年同大学院修了。
1999年～2001年文化庁派遣芸術
家研修員としてNVRDV勤務。2013
年明治大学特任教授。2018年早稲
田大学教授（現職）／主な作品に「フ
クマスベース」、窓の家、中川政七商
店新社屋など。主な著書に「ビヘイ

ヴィアとプロトコル」、「超合法建築図鑑」など。
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第6回これからの建築士賞
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作品講評

1

「超軽量段ボール天井材の協同開発」は、建築士の活躍の原点に、生
活空間を安全に快適に整えるという責務があり、その職能を発揮した
成果といえる。

東日本大震災では想定外の様々な被害を体験し、なかでも天井材の
落下被害は、震源地から遠く離れた土地でも多く発生し、安全である
べき建築空間が危険な害を与えるものになってしまった。「超軽量化
天井」は、建築士であり日常に内装施工を手がける現場からの発想で
ある。高所天井面での施工は技術と体力を要し、職人不足の昨今は、

大きな課題となっている。そこで、プラスターボードに替わる軽量天
井材の開発に取り組み、リサイクルの先駆である段ボールを基盤にし
てアルミシートを組み合わせた不燃材としての建材開発である。天井
以外での利用可能性はあるのだろうか、使用例など採用を促す魅力の
アピール不足が残念である。建材開発は、試行を繰り返しながらの意
外と時間も労力もかかるものである。

この賞をきっかけに広く建築士らとの交流が生まれ、この材料の更な
る可能性の展開が実現できることを期待する。　　　　           藤江 和子
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2

既製仮設架構単管システムの規格をハックし、かたく重かっ
た鉄管をやわらかく軽い木製丸棒に置き換えて製品化した。そ
の製品をモクタンカンと呼んで、販売やレンタルを行う事業ま
で立ち上げた。設計事務所の経営戦略としても興味深いが、素材
の置き換えという最小限の操作で、エンドユーザーの空間への
参加可能性をこれまでとはまったく別の次元まで拡張したこと

を評価したい。既製品の集合体と化した昨今の建築を逆照射し
ながらその限界を軽やかに乗り越えてゆくその手付きは鮮やか
というほかない。

吉村 靖孝
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3

これからの建築士はクライアントに対しリードせず、伴走する
のでもなく、「追走する」という姿勢が打ち出されている。工事期
間中の敷地の仮囲いの内側の一部を積極的に開放し活かす提案
は、遊休不動産だけでなく遊休状態に着目するもので、社会経済
活動への負のインパクトも大きい工事現場の空間ですらも使い方
を変えていけば正のインパクトに変え、まちを育てる場所にする

こともできるという提案である。建築物を竣工前から「使う」発想
とともに、そのことによってまちを育てるというポジティブな姿
勢によって、建築の可能性を拡張している点が高く評価された。

藤村 龍至

第6回これからの建築士賞 作品講評

自
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い
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郊外の住宅団地の一角に事務所を移転し、職住を近接させた上
で事務所の空間に「トンネル」と名前を付け、空間の余剰を利用し
てシェアオフィス、日替わり出店のカフェなど多くの使い方を重
ねる。そこでセミナーなども開くという。設計事務所の空間は多
重に意味づけされ、収益も重ねられている。単なる個人的な実践
というよりは、COVID- 19 でオフィスの意味が問われるなかで

前向きに設計事務所の空間そのものを積極的に「使う」提案であ
り、都心部に集中する建築設計事務所を思い切って郊外住宅地へ
移転すれば地域の活性化と設計事務所の働き方改革が両立しうる
ことも提案しており、射程の長さが高く評価された。

藤村 龍至

4

富
士
見
台
ト
ン
ネ
ル

112020.07

umetsu
鬮滂ｽｷ隴・ｽｹ繝ｻ・ｽ・｢



解体予定建物を原状回復の呪縛から解放された空間と読み替
え、都市における私的領域と公的領域の境界線を組みほどく意
欲的な試み。解体までの短い未利用の時間が空間化され、建築士
が関与する領域が大きく引き伸ばされた。建物の終末のマネー
ジメントを職能として確立できれば、そこでできる人的交流を
もとに、新築時の設計を依頼されるチャンスも増えるだろうと

想像が膨らむ。東京から不安定な空隙＝テラン・ヴァーグが消え
つつあるように感じていたが、こういった活動の継続によって
都市に潜在する空地が可視化されることに期待したい。

吉村 靖孝
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法規がまちをつくっている。
というと違和感がある人も多いかもしれないが、道路斜線等の形

態制限だけでなく、用途や床面積の増減等、建主の事業としての意
思決定に大きく関わっているという意味でも、かなりの影響がある
と思う。

建築士は、法規を遵守しながらの設計は必須であるが、法規の解釈
には幅がある場合が多く、場所によって結論に幅がでてくる、という
ことも多々あるのが現状だ。つまり、法規的ロジックをどうデザイン

するかによって、建築が変わってくるのだ。
特に既存ストックの利活用においては、その法規の解釈と対話のス

キルは、プロジェクトの成立与件に深く関わってくる。
神本氏の活動は、通常、法規的に無理だと思われがちな事象に対し

て、真正面から向き合い問題を解決する。それは、アトリエ設計事務所
が設備設計や構造設計と協業し設計をすすめていくように、これから
の建築士に求められる重要な職能だと思う。

吉里 裕也
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